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第７回　雲山会の報告です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005.8.7
８月４日（木）～８月７日（日）　　晴れ　立山（３０１５Ｍ）に行ってきました。
８月５日　ＡＭ７：００室堂に着きました。　　バスを降りて大きなリュック（１０ｋｇ強の荷物

を入れた）を背負って「さあ　出発」と気負った途端　　足元　ヨロヨロ　「大丈夫かな？」
　「こんな重たい荷物背負って山登れるんか？」
初日は登らないで、高山植物をみて、写真に撮って、みくりが池温泉で一泊
（2400Ｍの日本一高所の温泉）　二段ベットの８人部屋（男女混）・・・・・でした。
二日目（８/６）　ＡＭ５：３０　立山連峰の雄山（3003Ｍ）をめざして出発　
立山とは　雄山　大汝山　富士ノ折立　の三山をさして言うらしい。さすが3000Ｍの山　土の道ではなく岩の道ばっかり　六甲の岩梯子の連続　　雄山の頂上には神社があって、
我々も全ルートの安全を願ってお祓いをして貰いました。（一人金５００円也を払って）
次の大汝山（3015Ｍ）は一番高く　そこからは１５００Ｍ眼下に黒四ダムが見えました。　「すっごい」　　右は後立山連峰　左は雷鳥沢　室堂とその奥の山々（大日岳かな？）
雷鳥沢に向かっての谷の雪渓がゴルフ場のバンカーの様でなんとも言えない景色

「もう二度と見ることは出来ない」　としっかり目に焼き付けて富士の折立　真砂岳
（ここで昼食）　別山と　「３０００Ｍ」のハイキングを楽しみました。
二日目の宿　剱山荘に着いたのは予定よりずっと遅れてＰＭ５：００
さすがここは山小屋　６畳ほどの部屋に布団が６枚で８人泊（もち男女混）
リュック　靴は廊下　９時消灯　でも８時には全員（２００人位いた）寝ていた。
山の朝は早く、まだ暗い４時ごろから皆さん次々と剱山めざして出かけて行きました。
我々軟弱パーテーは剱山はあきらめて、ＡＭ６：３０下山の為の出発をしました。
もう１０年若ければ剱山に挑戦できたかも　　　　「くやしいー！！」
でも帰り道　剱沢から剱御前小舎へ向かって登っているとき雷鳥の親子に会いました。
「かわいい！　うれしい！」　もう　いっぺんに疲れがどっかへ行ってしまった。
我々軟弱パーテーが誰一人怪我もなく歩けたのは、お天気が３日間共良かったのと
リーダー（１１期　柳楽さん）のおかげと思います。
有難うございました。　感謝　感謝！！
立山は高山植物の宝庫　すごく大切に保護されていて、いっぱい　あちこちで
見ることが出来ました。それも癒しになりました。
思いきって行って良かった。　　　今つくづく思っています。　
